

































北 洋 淳 憲
Ising型希釈反強磁性体 Fel_xMgxC12は､x<0.5において非磁性イオンMg2+の置換によるサイト
ランダムな反強磁性体になり外場を印加することにより､ランダム磁場Isingモデル (RFIM)とな
る｡また､∬>0.5では､最近接の強磁性相互作用と第二近接の反強磁性相互作用の競合により､低
温でランダムにスピンが凍結し､系はスピングラス (SG)的に振舞う｡ 各々の領域のダイナミクス
についてはかなり研究されているが､RFIMからSG-の系の移行に関する研究は重要であるにも拘
らず､あまり報告されていない｡
本研究は､この間題へのアプローチを熱残留磁化 (TRM)を測定､解析することにより行い､濃
度ガに伴う系の状態移行の様子を明らかにしたものである｡
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